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参考プログラム２ ミニえぼし 

 

 

 

 

 

○活動の概要○ 

  製作キットを使って「えんぶり」のミニえぼしを作ります。 

 

１ ねらい 

豊作祈願として古くから行われてきた「えんぶり」のミニえぼし作りを通して、県南地方に伝わる

民俗芸能にふれさせます。 

（小学校 図画工作科/総合的な学習の時間  中学校 総合的な学習の時間） 

 

２ 場所・人数・時間・期間 

 ① 場所・人数 大ホール １００人以内、小ホール・自然観察室 ４０人以内 

 （１グループ４～６人程度）※５グループくらいに指導者が一人つく。 

 ② 期間 通年 

 ③ 時間 ２時間 

 

３ 職員の支援について 

  物品貸出し時に職員がつきます。活動支援に入ることはありません。 

 

４ 準備物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 引率者の役割分担 

 

 

 

 

６ 活動の流れ 

① 用具の準備と諸注意 

② 作り方の説明 

③ 製作 

④ まとめ・片づけ 

 

７ その他 

・「ミニえぼしセット」は特別注文になるので、事前に予約が必要です。 

 

 

 

 

区  分 準 備 物 備 考 

団  体 ・特になし  

個  人 ・特になし  

自然の家 ・はさみ 

・せんたくばさみ 

・つくり方の見本シート 

・グルーガン 

・ピンセット 

 

斡旋可能 ・ミニえぼしセット 

（型紙、たてがみ、金シール、ボンド、グルーステ

ィックなど） 

１セット４５０円 

係 名 役  割 

代表責任者 ・全体の掌握、職員との連絡調整にあたる。 

救護係 ・緊急時の救護にあたる。 

青森県立種差少年自然の家 
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≪資料≫ミニえぼしの作り方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 四色の色紙を線に合わせ

て、まとめて切る。 

 

３ 赤、青、黄、黒の順に、切

った色紙をボンドではる。 

 

１ 型紙を切りぬく。 

 

 

５ 赤いひもを半分に切って、

裏から通し結ぶ。 

 

６ 型紙の裏側ののりしろにボ

ンドをつける。 

 

４ 三角と半円のシールを写真

のように貼る。 

 

８ 前がみを８枚ずつ３つに分

け、色紙(小)にはり、写真の

ように角を切り、包むよう

にボンドではる。 

 

９ 前がみを写真のように上向

きにボンドで貼り付ける。 

 

 

７ 写真のように丸めて貼り付

け、せんたくばさみでとめ

る。 

 

11 角材をグルーガンで固定さ

せて、シールをはる。 

 

 

12 本体をのせて完成。 

 

 

10 かわいたら前がみを折り曲

げ、輪ゴムでとめる。 

 

 

★ボンドはうすくぬった
方が早く乾いて作業しや
すい。 

★ピンセットを
使うとやりやす
い。 


